


   

 組織に於けるイノベーションに必要なのは、先ず何よりもイノベーターの存在です。ヨソ

者、バカ者、若者がイノベーションをおこしています。彼らの執念や行動を組織の中で支

援する存在も重要です。イノベーターに共感しアイデアをかたちにするサポーターとして

のマネージャです。また、組織自体が自由であり寛容度が高いことも必要です。イノベー

ションはひとりの頭の中で完結する訳ではありません。組織的営みの中でイノベーション

は育まれていくのです。今回の講義では、豊富な事例を示しながら、イノベーションをマネ

ジメントするのに大切な共感と寛容について、一緒に考えていきます。 

 

 

 1986年に株式会社リクルート入社。人事部、総合企画部、HCソリューショングループ等

を経て、2012年4月より現職。入社以来、新卒・採用、人材開発、組織開発領域に於いて、

企業のソリューション実績多数。主なプロジェクトに、旧労働省（現厚生労働省）主管「雇

用近代化モデル事業」、経済産業省主管の「フロンティア人材調査事業」、「ジャパン・ヘ

ルスケアビジネスコンテスト」、国土交通省での採用及び活躍支援プロジェクト、大手ＩＴ企

業の分社/独立に伴う全社員意識改革やブランディングプロジェクトなどがある。HCソ

リューショングループ在籍時には、グローバルウェイマネジメント、就職・インナーブラン

ディング、ダイバーシティマネジメントなどの領域でコンサルティングを行う。現職では、イ

ノベーション創出支援や経営人材開発が主なテーマ。 

著書に『借金1兆円を10年で返したリクルートの現場力』、『なぜエリート社員がリーダーに

なるとイノベーションは失敗するのか』がある。早稲田大学 第一文学部卒。 

 


